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町 民 憲 章（昭和 51年 10 月 25 日制定） 

町 章（昭和 32年９月 15日制定） 

町のシンボル（昭和 51年 10 月 25 日制定） 
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す 

昭和 32 年９月に制定されたもので、当時三ケ村合併の意味をもたせ「矢」

と「巾」とを同時に意味して「矢巾」とし、安定と遠心的な広がりを図案化し

たもので、本町の平和と躍進を象徴している。 

花『ゆ り』 
南昌の里に、ひっそりと

咲き、美しく、また可憐な
花を開き柔和で、純潔な町
民の心を表している。 

鳥『かっこう』 
さわやかな鳴き声を矢巾

の山々にこだまさせ、明る
い未来を知らせ、町民に明
日への希望をもたせてくれ
る。 

木『ま つ』 
年中緑を絶やさず、葉は

強剛で奥羽山脈から吹きお
ろす風雪にも耐え四方に伸
びる根と枝は、矢巾の躍進
を示すがごとく雄大であ
る。 


